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．塾 昭和２４年も２月

ドラ入を作ることで ある。
・：昨日は１０人今日は１５人と参加，Ｌたものが数年後には５０人となり▽０人，とミニ

　

ー，

なるであろう。 之と併行してスクウェャ」ダンスもよ．いであろう。 そし忙之によりｔ俗悪なる盆踊
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リが減少し終に姿を没するに至るときを待つべきであるｏ
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劇もよいが古くからある立紙な作家によりてなされたものを暗記せしめ充分な練習をやらせるが
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」

そ，して舞台や装身具にあまり力を入ることをさせずにむｔる舞踊に練習を済ませる。歌劇ならば歌
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謡の訓練を充分やらせる事である。
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かふる村のもよおしものある場合必ず開始には講演講話を以て先きに智識や思想を養うことに心・

掛けて指導する。女撃宗教講座もよい記曾科学自然料撃の講話もよい。 そしてそのあとに音楽賃や

　

，

劇の催を配合する事である。 特に留意すべきは生活科馨面を強調してびだな，き
合理的生活を奥，える

　

ゞ

ことと、 育兇及び衛生の智識を輿ぇ醤撃常識と共に清潔な生活を持たしめる。 産業面の，講話′も必要

である。農業水産それぞれ村の事情に窓じて事間家を通してやる。 叉時差競技舎を，学校の運動曾に－

，合せてやるのも面白い。例えば男子青年の馬耕もよい女子の稲束ねもよい機織り競季もよいであろ：・

う。 更にスポ÷ッは勿論撃校が中心となりてベースボｒルをやるに低聾年は生徒のみでチ ．ムを作≧
，、

う

らせるが高墜年か中撃ならば村の女子青年と「緒にチームを作らせ・るも面白い・。
・男子青年チ」ムは

　

．ささ

二組以上あって営抗させるか叉は他の村のものに挑戦するのだ。撃校た庭内に相撲場を設けるのも●

　

ｒテニミ

よい叉畳の間を作りレスリ ングをやるもよいｄ 特に冬の長い北海道で室内運動としてピンポンと′モ ゾｉ

に奨嚇すベ
・
きスポーツである。冬の戸外運動として村の部部落に通ずるのはスキーである。之 霞亦

　

、．

撃校の先生が指導役となることである。何れもスポ」ッを通して聾ぶことば道義的所謂フ±．ャ・ブ．》 “

－の精稗と敢闘精神と更に規則正しい練習により彊生とを併せ心掛けねば立紙な結果がえがたきも

のであることを教えるのである。
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未開懇地の多い僻地に建てられている単複整枝は北海道の特色であって、 全遭の平均｝てあつてもｒ

　

．

全撃校の７０％にも及んでいる。 然も之を糟富する教官に無資格者の多いことも亦本道教育の特色

　

・山

であって、 全道には約

　

８０００

　

人に及んでいる。 就中根室釧路網走地渥では全教官の ５０ ％が無費

　

、．′４１

，１格者であり、そして一つの拳校には３人乃至４人ｔかいないから２人の有資格者と２人の無資格者

　

．
‐三ー

でやっている歎こなる。加うるに定員を充していないのが普通で、ＩＱ％内外の欠員を持っている蝶 ．・

校さ，え多い」 然も人口一万五千にも足らぬ村中にノ１１校の小中合併駆校が ３ 乃至６キロを隔てふ建・′

てられている。 之を見ては北海道特に道東地国は全く，教員の飢僅であり新教育の危期が迫つている
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とも云える。 此問題は校舎不足の問題と併立している●。

　

トー根 室 単 複 撃、枝 の 現 状．

　

九月中旬とは云え雨を含んだ昨今はｒｕインコートに袷服ではや１蒸し暑い感がある。 」里牛の道

　

ノ

を鋤路徴こ雨にぬれた草を分けて歩くと傘の内外前に後に襲う幾千の政のむれは梯ぇども桃ぇども・

去らぬのだ。此地匿名物の政群と戦いつ・汗に総身ぬれて昆布森の単複墜校についだのが正午に近
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．Ｄｅｃｅ中ｂａｒテー９織

・い頃であった。幾星霜千島を渡る汐風に吹きさらされた校舎に素朴な姿で謙恭な態度で迎えてくれ

る先生と教え子の数人の女の子に曾つたとき苦労も忘れた。 そして家族と一所にストーブを燃 して

　

－－

　

▼

ぬれたコートや服を乾しているとＰＴ曾長が新しい大鮭をさけぐてやって来たザニ三人の村人と共に

北海道名物の三平汁を吸いっ 教子のサービスを受けて瞬い酒をふるまわれうれしい感激に打たれ「三

　

●」

た。 そして雨も晴・れ太平洋の波もゆるやかに岩壁を洗う頃は一里余の彼方にある大島小島の姿も台 ・二・・，
・
」

場の如く見える美しい風景が古い単複教室の窓から南に展開する・のであった。弦に ｉ６′坪の一教室÷

　

－
は一間の廊下を隔て１、 先生の住宅の八畳間と建って建られ３０名にも足らぬ生徒を牧容Ｌて校長光 三′

生の奥様が助教であるｏ根室管内（昭和二十三年五月）の小学校中８３％は単複で中学残り９０％も
亦単複である。 然も一枝平均小型燐で三人九分、 中学校で二人四分の極めて小さ，い撃校であり、 加

うるに １０ ％に富る教員の
．欠員を持っている貧弱な姿には驚かざるを得ない。 叉教員の質の問題で

も極めて憂うべきものがあり、無資格者は小畢校では５３％、中撃校では５３％に上っている。・就中中標

　

、

毎に１２乃至塾人，もいる事であるｏ

２、．網 走釜非路 単 複 撃 校 の 現 状

　

，

　

釧路も亦根室に匹敵する単複学校の集積地匪である。 即ち小撃枝では １１０

　

校中単複 ８３ ％を占

　

＼

め中型機も亦 ７６ 人中の ８５％が単複である。 然も教員数小寧楼の ４６３ 人中無資格者は４９％でぁ

　

～』

り中聖戦の １９５人中４ラ％の多きをこ蓬している。 同地園内の厚岸町の例
●
を
・
見ると人ｑ一万四千六三

・キー

百人にして「名所－の小中撃楼があり●、
．またその霊域中には僅に人口１１２人にｔ℃｝イ爾の小中撃殺を

有する所もある。

　

網走市の例では小撃校 ２２ 中単複８７％中．駆校・１２校中 ８９％が単複で然も無資格者が雨種墜校・ ｆ響き
教員の ６８ ％に達している。 更に謄振洞爺村の小さい，撃校では小学校亦の四校が二墜級ー校に，就き数，き

　

・
・

員二人二分に過ぎなぃ。然●も校舎は建坪６０坪乃至９７坪であるｏ－中学城の如き
，
は一年．二年三年 ．ベ ミ

　

北海道全道の ７０ ％が単複であ１り、 道東地握では８０・％以上、 時には９０．％にも上ると云われて

いるこの・撃校の姿を思い起すとき賛に同情に堪えないものがあ●る。 鋤路を離れて数十里熊笹深き森－
・三ゞ

の中に地を均して建設した一つか二つの聾級しか持たない撃校である。数具も圃書もなく、助数とラ

　　

イ

云えば学Ｌ見をか．えた校長先生の奥様を嚢象
．とせねばならぬ心細さである。 一面生徒は古びた孔の

多いゴム靴をはいて泥薄深い道を十里像も歩いて通って来れば足を洗う手配も校長先生には必要で・－

　

－

ある。 叉雨の日外套のま１ずぶぬれの衣服と共に乾かす手順なども校長先生には授業以外の仕事で

　

，
ある。時を過して教える時間を失うのを心配する校長先生の姿もあわれで同情に堪えない鹿であるｄ

　

役場の呼出に留守を無資格者に依頼して行く校長の心もとなき苦しみが何時救わ，る，▲やも知れぬ；・●・三

此姿を見て

　

生と生徒に愛撫の手を延すベ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ーミ
くて単複教育に撫育の手を延すことは大挙の古き先輩や若き卒業生がやがて小さい二宮重徳と・なる

べき機曾と感激とを奥えることにな・るであろうと思ラ。 ‐
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